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	「わかやまジェンダー平等プロジェクト」が発信する新たな発見コラム
	VOL.2
	「ジェンダー平等」とは何か ―― なぜ今、必要なのか
	「ジェンダー平等」と聞いて、何を思い浮かべますか
	・女性を優遇すること？男性が不利になるのでは… ・LGBTQの話題が中心ってことかな？ ・なんとなく大切そうだけど、正直よく分からない

	ジェンダー平等とは何か  ― 公平な評価と機会の確保に向けて
	なぜ今、ジェンダー平等が 必要なのか
	（1）人口減少・人材不足という現実
	（2）固定的な役割分担が苦しみを生み出す
	解説③


	日本と和歌山県のジェンダー平等の現状
	国際的な指標（ジェンダーギャップ指数：【図１】）を見ると、日本はジェンダー平等の分野で、先進国の 中でも課題が多いとされています。 特に、
	管理職や意思決定層に占める女性の割合
	家事・育児・介護の負担の偏り
	理工系分野への進学や就業
	といった点で、男女差が残っています。
	和歌山県においても、全国的な傾向と同様に、若年女性の県外流出、地域や職場での固定的な役割意識 といった課題が指摘されています。
	県民のジェンダー平等意識【図２】では、 ５年前の調査時と比較すると全体的に 『男性優遇』の割合は減少していますが、 「⑤社会通念・慣習・しきたりなど」 「⑦政治の場」「⑧社会全体」の場面では、 ６割以上の人が、「①家庭生活」「②職場」では、 ４割以上の人が『男性優遇』と感じています。
	意識は変わりつつありますが、それに伴う新しい仕組みや制度に、慣行が追いついていない。それが今の日本社会の姿だと言えるでしょう。
	アクション

	ジェンダー平等は「遠い理想」ではありません
	ジェンダー平等という言葉は、どこか大きく、抽象的に感じられるかもしれません。 しかし実際には、
	こうした日常の小さな選択の積み重ねによって形づくられていきます。
	アンコンシャス・バイアスに気づくこと、  「それは性別の問題だろうか？」と立ち止まること。
	それ自体が、ジェンダー平等への第一歩です。
	・会議での発言機会 ・役割分担の決め方 ・進路や配置を考えるときの一言
	おわりに｜共通理解から、行動へ
	私たちの職場や組織の中で、 そうした「小さな選択」が、 どのような前提のもとで積み重なっているのか・・・ それを問い直すことから、ジェンダー平等は始まるのではないでしょうか。



